
 

「環境再生に関する技術等検討会」 

設置要綱 

 

１ 目的 

「平成二十三年三月十一日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力

発電所の事故により放出された放射性物質による環境の汚染への対処に関す

る特別措置法」（平成２３年法律第１１０号）に基づき、東京電力福島第一原

子力発電所事故からの環境再生に関する取組を進めてきたところ。福島県内

の除染等の措置に伴い生じた除去土壌等は、中間貯蔵施設において集中的に

管理・保管されており、中間貯蔵開始後３０年以内（２０４５年３月まで）

に、福島県外で最終処分を完了するために必要な措置を講ずることとされて

いること等を踏まえ、復興再生利用及び除去土壌等の最終処分に係る事項を

はじめとして、環境再生に係る技術的な事項等について検討を行うため、「環

境再生に関する技術等検討会」（以下「検討会」という。）を設置する。 

 

２ 検討事項 

検討会の検討事項は次のとおりとする。 

（１） 復興再生利用に係る事項 

（２） 除去土壌等の最終処分に係る事項 

（３） 復興再生利用及び除去土壌等の最終処分に係る理解醸成・リスクコミュ

ニケーションに関する事項 

（４） その他環境再生に関して必要となる事項 

 

３ 検討会の構成 

（１） 検討会は、環境省が上記２の検討事項に関する学識経験者（別紙）の参

集を求めて開催する。 

（２） 検討会の座長は、委員の互選により選任する。 

（３） 座長は、検討会の議事運営に当たる。 

（４） 座長に事故等があるときには、座長があらかじめ指名する委員がその職

務を代行する。 

（５） 専門の事項を検討するため必要があるときは、検討会にワーキング・  

グループ又は臨時委員を置くことができる。 

（６） 検討会は、必要に応じ関係者から意見聴取を行うことができる。 

 

４ 事務 

検討会の事務は、環境省環境再生グループ（環境再生・資源循環局）復興

再生利用・最終処分戦略担当参事官室が行う。 

 

５ その他 

（１） 検討会は、原則として公開とする。ただし、公開することにより委員間

の率直な意見の交換、事業者の技術情報等の適正な管理が損なわれる 



おそれがある場合、その他座長が必要と認める場合については、非公開

とすることができる。 

（２） 検討会の運営に関し本設置要綱に定めのない事項については、必要に 

応じ別途座長が定める。 



「環境再生に関する技術等検討会」 

委員名簿 

（五十音順） 

 

 氏 名 所 属 

１ 飯本 武志 東京大学 環境安全本部 教授 

２ 遠藤 和人 
国立研究開発法人国立環境研究所 福島地域協働研究拠点 

廃棄物・資源循環研究室 室長 

３ 大迫 政浩 国立研究開発法人国立環境研究所 企画部 フェロー 

４ 大塚 直 早稲田大学 法学学術院 教授 

５ 勝見 武 京都大学大学院 地球環境学堂 教授 

６ 川瀬 啓一 
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

福島廃炉安全工学研究所 副所長 兼 安全管理部長 

７ 佐藤 努 
北海道大学 大学院工学研究院 

環境循環システム部門 教授 

８ 高橋 隆行 福島大学 共生システム理工学類 教授 

９ 高村 昇 
長崎大学 原爆後障害医療研究所 

災害復興科学分野 教授 

10 二村 真理子 東京女子大学 現代教養学部 経済経営学科 教授 

11 宮武 裕昭 
国立研究開発法人土木研究所  

地質・地盤研究グループ グループ長 

12 宮本 輝仁 

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構  

農村工学研究部門 農地基盤情報研究領域  

農地整備グループ グループ長 

 

別紙 


